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[講演アブストラクト]

ハイゼンベルクの不確定性原理は、量子力学の教科書の初めに出てくる基本原理として知ら

れている。ケンナードやロバートソンによって示された標準偏差を用いた不確定性関係と異

なり、測定の誤差と擾乱に関する不確定性関係は証明がなされてなく、ただ「直感的な」関

係式として長い間信じられてきた。最近、小澤によりこの誤差と擾乱に関する不確定性関係

が数学的に示された。我々は中性子のスピンの連続測定によってこの小澤によって示された

不確定性関係に関する検証を行った。その結果、ハイゼンベルクによって示された不確定性

関係が破れ、小澤の示唆した不確定性関係が成立することが実験的に示された。この結果は

Nature Physics に発表され、多くの新聞にも取り上げられた。

(“Experimental demonstration of a universally valid error-disturbance uncertainty 

relation in spin measurements” J.Erhart, et al. Nature Physics (2012) 15 Jan.)
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